
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
儒
者
と
は
何
か
、
文
人
と
は
何
か―

日
本
漢
詩
文
を
め
ぐ
る
「
担
い
手
」
の
問
題
」 

 

開
催
趣
旨 

 

近
年
、「
儒
者
」
や
「
文
人
」
な
ど
の
語
を
積
極
的
に
用
い
な
が
ら
、
漢
詩
文
を
分
析
す
る
論
考
が
相
次

い
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
宋
晗
氏
『
平
安
朝
文
人
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
一
年
）

は
、
古
代
の
漢
詩
文
の
表
現
を
、
文
人
官
僚
の
営
為
と
い
う
観
点
か
ら
読
み
解
い
て
い
る
。
ま
た
、
山
本
嘉

孝
氏
『
詩
文
と
経
世―

幕
府
儒
臣
の
十
八
世
紀―

』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
同
年
）
は
、
儒
者
と
経
世
意

識
な
ど
の
視
点
か
ら
、
近
世
漢
文
学
の
歴
史
を
捉
え
直
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
潮
流
は
、
政
治
な
ど
の
各
時

代
の
現
実
的
な
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
あ
る
い
は
、
倫
理
な
ど
を
含
む
、
よ
り
大
き
な
前
近
代
の
学
問

的
伝
統
の
中
で
、
漢
詩
文
を
考
え
て
ゆ
こ
う
と
す
る
動
き
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。 

 

そ
も
そ
も
「
儒
者
」
や
「
文
人
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
我
々
の
日
々

の
考
察
の
中
で
、
そ
の
内
容
が
さ
し
て
吟
味
さ
れ
る
こ
と
な
く
、「
詩
人
（
漢
詩
人
）」
な
ど
と
と
も
に
、
随

意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
側
面
も
あ
る
の
だ
が
、
本
来
、そ
れ
ぞ
れ
の
指
し
示
す
と
こ
ろ
は
相
当
異
な
っ
て
お

り
、ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て
果
た
し
た
社
会
的
な
役
割
に
も
違
い
が
あ
る
。こ
う
し
た
漢
詩
文
の

担
い
手
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、今
一
度
振
り
返
り
議
論
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
日
本
漢
文
学
史
の

理
解
を
深
め
る
た
め
に
も
重
要
と
思
わ
れ
る
。 

 

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
以
上
に
見
た
よ
う
な
、近
年
の
儒
者
や
文
人
な
ど
を
切
り
口
と
し
た
日
本
漢

詩
文
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
現
状
と
今
後
、
ま
た
そ
の
可
能
性
と
問
題
点
に
つ
い
て
、
日
本
史
、
日
本
思

想
史
、
中
国
文
学
な
ど
の
知
見
を
含
め
な
が
ら
、
討
議
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

具
体
的
に
は
、以
下
の
点
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。①
儒
者
、文
人
と
大
学
寮
な
ど
、

漢
文
の
担
い
手
を
取
り
巻
く
学
問
や
政
治
的
動
向
に
つ
い
て
の
知
識
の
更
新
は
、
詩
文
の
解
釈
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
。
②
日
本
漢
詩
文
の
歴
史
は
、
通
常
、
時
代
ご
と
に
異
な
る
担
い
手
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
儒
者
や
文
人
を
、
一
つ
の
軸
と
見
定
め
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
時
代
を
超
え
た
日
本
漢

文
学
史
の
流
れ
を
想
定
で
き
る
か
。
③
儒
者
や
文
人
を
視
座
と
し
た
場
合
、
日
本
の
漢
詩
文
は
、
東
ア
ジ
ア

の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
特
殊
性
や
意
義
を
持
つ
の
か
。 

 

漢
詩
文
の
担
い
手
は
様
々
で
あ
り
、
儒
者
、
文
人
は
そ
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
今
回
取
り
上
げ
る

古
代
、
近
世
以
外
の
時
代
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
深
い
事
例
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
参

加
者
よ
り
ご
教
示
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
立
体
的
な
議
論
を
構
築
し
て
ゆ
き
た
い
。 (

文
責
：
合
山
林
太
郎) 

 

【
報
告
１
】
文
人
と
い
う
人
間
類
型
の
射
程 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宋 

晗
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
） 

 

「
文
人
」は
一
つ
の
人
間
の
あ
り
方
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。漢
文
と
と
も
に
東
ア
ジ
ア
世
界
に
普
及
し
、

長
期
間
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
た
結
果
、時
代
・
地
域
ご
と
の
特
殊
性
を
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
近
代
以
降
の
文
史
哲
各
分
野
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
の
意
味
内
容
を
持
つ
語
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
従
来
の
文
人
論
で
は
、
そ
う
し
た
多
様
な
表
れ
を
呈
す
る
「
文
人
」
を
成
り
立
た

せ
る
基
本
条
件
の
選
定
が
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
き
た
。
注
意
を
要
す
る
の
は
、
全
て
の
基
本
条
件
が
必

ず
し
も
一
定
不
変
の
も
の
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
社
会
の
発
達
変
遷
を
経
て
、

次
第
に
不
可
欠
だ
と
認
知
さ
れ
る
に
至
っ
た
条
件
も
あ
る
。本
発
表
で
は「
文
人
」の
基
本
条
件
の
う
ち
、



特
に
詩
文
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
い
か
な
る
意
味
内
容
を
持
つ
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
の
か
を
通
時

的
に
検
討
し
、「
文
人
」
概
念
の
典
型
が
成
立
す
る
過
程
を
照
射
し
て
み
た
い
（「
文
人
」
と
表
記
す
る
場

合
は
語
義
・
概
念
を
指
す
こ
と
と
す
る
）。 

 

先
学
諸
氏
の
論
考
で
は
、「
文
人
」
の
要
件
と
し
て
、
お
お
よ
そ
㈠
経
典
の
素
養
、
㈡
政
治
的
使
命
感
、

㈢
詩
文
（
文
言
の
詩
と
散
文
）
の
実
作
、
㈣
詩
文
と
琴
棋
書
画
を
嗜
む
風
雅
の
精
神
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

（
吉
川
幸
次
郎
、
一
九
六
三
年
／
村
上
哲
見
、
一
九
九
四
年
）。
こ
の
う
ち
、
詩
文
は
㈢
と
㈣
に
重
複
し
て

表
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
、「
文
人
」
概
念
と
関
わ
る
詩
文
に
、
腑
分
け
せ
ね
ば
な
ら
な
い
二
つ
の
側

面
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
天
下
国
家
の
用
と
い
う
公
共
性
と
、

人
文
学
的
教
養
を
身
に
付
け
た
士
大
夫
の
趣
味
的
生
活
を
表
す
私
性
で
あ
る
。
こ
の
二
項
の
併
存
が
、
詩

文
の
性
質
に
関
わ
る
本
源
的
な
図
式
で
は
な
く
、
魏
晋
か
ら
宋
代
に
か
け
て
成
立
し
、
漸
進
的
に
一
般
化

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
中
国
文
学
研
究
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
（
川
合
康
三
、
一
九
九
三
年
／
村
上
哲

見
、
一
九
九
四
年
／
齋
藤
希
史
、
二
〇
〇
七
年
）。
重
要
な
の
は
、
そ
う
し
た
詩
文
の
展
開
と
連
動
し
つ

つ
、
公
人
的
性
質
が
顕
著
だ
っ
た
「
文
人
」
が
私
人
的
性
質
を
も
備
え
る
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
以
上

の
精
神
史
の
流
れ
に
つ
い
て
、
曹
丕
『
典
論
』
論
文
、
白
居
易
「
与
元
九
書
」、『
宋
史
』
劉
摯
伝
な
ど
、

詩
文
と
「
文
人
」
そ
の
も
の
に
関
す
る
士
大
夫
の
認
識
が
表
れ
た
文
献
を
中
心
に
概
観
す
る
。 

 

【
報
告
２
】
李
白
は
な
ぜ
江
戸
時
代
に
人
気
が
出
た
の
か
？―

近
世
儒
者
の
自
己
像
か
ら
考
え
る―
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
山
本 
嘉
孝
（
国
文
学
研
究
資
料
館
） 

 

近
世
中
期
日
本
で
『
唐
詩
選
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
盛
唐
詩
を
模
倣
す
る
作
詩
方
法
が
流
行
し

た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
淵
源
に
は
、
拙
著
『
詩
文
と
経
世 ―
 

幕
府
儒
臣
の
十
八

世
紀
』
で
考
察
を
試
み
た
よ
う
に
、
そ
の
直
前
の
時
代
、
幕
府
儒
臣
に
抜
擢
さ
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
抜

擢
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
庶
民
出
身
の
儒
者
た
ち
が
、
盛
唐
詩
を
盛
ん
に
模
倣
し
な
が
ら
盛
唐
詩
人

を
思
慕
し
、
儒
者
と
し
て
の
自
己
像
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

本
発
表
で
は
、
近
世
前
中
期
の
林
家
・
木
門
・
蘐
園
の
儒
者
た
ち
が
、
模
擬
的
な
作
詩
を
通
し
て
、
い

か
な
る
古
人
を
思
慕
し
、
儒
者
と
し
て
の
自
己
像
を
ど
の
よ
う
に
模
索
し
た
か
を
探
る
。
林
家
の
人
々

は
、
自
身
を
禅
僧
と
差
別
化
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
世
襲
の
家
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
平
安
朝
の

文
人
を
思
慕
し
模
倣
し
た
。
一
方
、
木
門
と
蘐
園
の
儒
者
た
ち
は
組
織
的
な
後
ろ
盾
を
持
た
ず
に
民
間
に

暮
ら
し
、
己
の
才
能
だ
け
を
頼
り
に
、
自
身
を
為
政
者
や
社
会
に
売
り
込
む
存
在
で
あ
り
、
無
頼
と
も
い

え
る
盛
唐
詩
人
た
ち
、
な
か
で
も
李
白
を
思
慕
し
模
倣
し
た
。 

 

李
白
は
庶
民
の
出
自
で
あ
り
な
が
ら
、
一
時
は
卓
越
し
た
才
能
と
人
格
を
玄
宗
皇
帝
に
認
め
ら
れ
、
文

書
を
起
草
し
、
国
政
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
る
朝
廷
の
役
職
に
抜
擢
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
僚
の
讒
言
が

原
因
で
朝
廷
を
去
る
こ
と
と
な
り
、
民
間
で
作
詩
と
飲
酒
に
没
頭
し
た
。
こ
の
経
歴
は
、
李
白
の
伝
記
か

ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
詩
作
の
随
所
に
も
表
れ
て
い
る
。
近
世
日
本
の
儒
者
の
不
安
定
な
境

遇
は
、
李
白
の
そ
れ
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
木
門
・
蘐
園
の
儒
者
た
ち
は
、
李
白
に
共
感
を
覚
え
ず

に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

 

高
貴
な
生
ま
れ
で
な
く
と
も
、
自
身
の
才
能
と
努
力
に
よ
っ
て
活
躍
の
場
を
広
げ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
生

き
方
の
最
良
の
手
本
を
提
供
し
た
の
は
、
科
挙
の
無
い
日
本
に
お
い
て
は
、
書
物
に
見
る
唐
土
の
古
人
た

ち
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
生
き
方
は
、
近
世
日
本
に
お
い
て
は
、
儒
者
に
限
定

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
学
問
を
身
に
つ
け
た
人
々
に
広
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
漢
文
学
の
外
に
考
察

の
範
囲
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る
。 

 



研
究
発
表
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〇
幽
人
を
訪
ね
る─

嵯
峨
天
皇
の
「
訪
幽
人
遺
跡
」
詩
に
お
け
る
幽
人
像
を
凝
視
す
る 

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
リ
ー
ブ
ズ
（
早
稲
田
大
学
） 

 

本
発
表
は『
文
華
秀
麗
集
』第
九
十
三
首（
五
言
律
詩
）
に
あ
た
る
嵯
峨
天
皇
作
の「
同
內
史
滋
貞
主『
追

和
武
藏
錄
事
平
五
月
「
訪
幽
人
遺
跡
」
之
作
』」（
以
降
は
略
し
て
「
幽
人
詩
」
と
称
す
）
に
お
け
る
「
幽
人
」

と
い
う
特
殊
人
物
の
描
き
方
（
あ
り
さ
ま
）
お
よ
び
そ
の
出
典
を
詳
細
に
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

ま
ず
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
班
固
の
「
幽
通
賦
」
や
陸
機
の
「
招
隱
士
」
な
ど
『
文
選
』
に
お
け
る
幽

人
像
を
確
か
め
る
。『
文
選
』以
前
に
見
え
る
幽
人
像—

—

例
え
ば『
易
経
』の
そ
れ—

—

に
も
言
及
す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
国
に
お
け
る
『
文
選
』
以
前
の
幽
人
像
の
伝
統
的
な
描
き
方
が
明
ら
か
に
す
る
。 

 

嵯
峨
御
製
の
「
幽
人
詩
」
に
現
れ
る
幽
人
は
『
文
選
』
の
幽
人
像
を
汲
み
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
明
ら
か
に

異
な
っ
た
描
き
方
を
示
し
、
幾
つ
か
注
目
す
べ
き
言
葉
が
織
り
込
ま
れ
幽
人
像
を
一
層
豊
か
に
し
て
い
る
。

首
聯
の
「
鎖
骨
」、
頷
聯
の
「
煙
蘿
」
と
「
仙
竈
」、
頸
聯
の
「
巖
扃
」
と
「
石
牀
」、
尾
聯
の
「
契
道
」
と

い
う
表
現
の
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
を
探
り
な
が
ら
、
嵯
峨
天
皇
が
想
像
し
描
こ
う
と
し
た
幽
人
を
究
明
す
る
。 

出
典
調
査
の
結
果
、
嵯
峨
天
皇
が
「
幽
人
詩
」
を
作
る
に
あ
た
っ
て
李
嶠
の
「
石
淙
」
や
寒
山
（
生
没
年

未
詳
だ
が
盛
唐
に
活
躍
）
の
「
自
樂
平
生
道
」
で
始
ま
る
詩
作
を
参
考
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
結

論
に
辿
り
着
く
。
な
お
、
李
嶠
の
「
石
淙
」（『
全
唐
詩
』3:61

）
は
嵯
峨
天
皇
自
筆
の
「
李
嶠
詩
」（『
百
二

十
詠
詩
』）
に
見
ら
れ
ず
、
お
そ
ら
く
は
『
日
本
國
見
在
書
目
録
』
に
掲
げ
て
い
る
『
李
嶠
集
』（
佚
書
）
に

収
録
さ
れ
て
い
た
。
寒
山
の
『
寒
山
子
集
』
は
平
安
初
期
に
す
で
に
伝
来
し
て
い
る
確
実
な
証
拠
が
な
い
に

し
て
も
、
嵯
峨
天
皇
が
「
自
樂
平
生
道
」
を
読
ん
だ
跡
が
「
幽
人
詩
」
に
見
い
だ
せ
る
こ
と
は
間
接
的
な
証

拠
に
も
な
ろ
う
。
要
す
る
に
、嵯
峨
帝
文
壇
の
詩
人
た
ち
は
幽
人
像
を
想
像
し
作
り
上
げ
る
過
程
に
お
い
て
、

『
李
嶠
集
』
や
『
寒
山
子
集
』
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。 

  

〇
『
田
氏
家
集
』
元
慶
五
年
作
に
お
け
る
閑
適
詩
の
受
容
に
つ
い
て 根

岸
賢
太
郎
（
筑
波
大
学
・
院
修
了
） 

本
発
表
は
、
島
田
忠
臣
『
田
氏
家
集
』
元
慶
五
年
作
に
見
ら
れ
る
白
居
易
閑
適
詩
の
影
響
に
着
目
し
て
、

同
年
に
お
け
る
忠
臣
の
不
遇
や
孤
独
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

『
田
氏
家
集
』
に
お
け
る
閑
適
詩
受
容
に
つ
い
て
、
波
戸
岡
旭
氏 (

二
〇
一
六
、
初
出
二
〇
〇
九)

は
、

常
に
平
静
な
る
心
を
保
と
う
と
す
る
禅
の
意
識
を
閑
適
詩
か
ら
学
ん
だ
と
し
、
岩
井
宏
子
氏(

二
〇
〇
八
、

初
出
二
〇
〇
四)

は
、「
納
涼
」
こ
そ
が
閑
適
の
最
高
の
境
地
で
あ
り
、
そ
れ
を
完
全
に
踏
襲
し
た
の
が
忠
臣

の
納
涼
詩
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

以
上
の
論
で
は
、
白
居
易
晩
年
の
『
白
氏
後
集
』(

『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
一
〜
七
十)

の
詩
が
主
に
影
響

元
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
閑
適
詩
と
は
、「
与
二
元
九
一
書
」
に
お
い
て
示
さ
れ
た
古
体
三
分

類
の
一
つ
で
あ
り
、『
後
集
』
に
お
い
て
は
消
失
し
た
分
類
で
あ
る
。
下
定
雅
弘
氏(

一
九
九
六
、
初
出
一
九

八
七)

に
よ
り
、
古
体
三
分
類
は
、
江
州
左
遷
期
の
葛
藤
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
葛
藤
が
静
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
分
類
が
消
失
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

よ
っ
て
、『
後
集
』
詩
と
閑
適
詩
と
は
性
質
が
違
う
も
の
と
考
え
、
改
め
て
閑
適
詩
の
影
響
に
つ
い
て
、

『
田
氏
家
集
』
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
も
巻
中
の
「
題
二
東
窮
居
一
」(

79)

「
身
無
二
繫
累
一
」

(

80) 

の
二
首
に
、
不
遇
な
現
実
を
「
知
足
」「
安
分
」
の
境
地
に
よ
っ
て
克
服
し
よ
う
と
す
る
、
白
居
易

閑
適
詩
的
な
詠
出
の
方
法
の
継
承
が
認
め
ら
れ
た
。 



こ
れ
ら
の
詩
が
詠
ま
れ
た
、
元
慶
五
年
に
つ
い
て
、
廖
栄
発
氏(

二
〇
一
七)

は
、
忠
臣
が
悠
々
自
適
な
生

活
を
始
め
た
時
期
と
し
た
が
、
芳
賀
紀
雄
氏 (

一
九
八
八)

や
滝
川
幸
司
氏(

二
〇
一
四
、
初
出
二
〇
一
二)

に
よ
れ
ば
、
兵
部
少
輔
に
任
官
さ
れ
る
ま
で
散
位
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
同
時
期
の
、｢
閑
適｣(

73) 

や
、「
対
レ
竹
自
伴
」(

77) 

か
ら
、
孤
独
が
読
み
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
同

年
の
忠
臣
に
は
苦
痛
や
葛
藤
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
閑
適
詩
の
影
響
」
と
い
う
観
点
か
ら
元
慶
五
年

の
忠
臣
詩
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
忠
臣
の
心
境
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。 

  

〇
「
瘴
」
考―

日
本
古
代
・
中
世
の
「
瘴
病
」
と
「
瘴
意
識
」 

黄 

弋
粟
（
京
都
大
学
・
院
） 

 

「
瘴
」
は
、
山
川
の
毒
気
か
南
方
の
毒
暑
に
中
っ
て
起
こ
る
「
熱
病
」
の
一
種
で
あ
り
、
古
代
医
書
に
お

い
て
は
、
常
に
「
瘧
病
」
項
に
配
属
さ
れ
る
。『
類
聚
名
義
抄
』（
観
本
）
で
は
、「
熱
毒
之
病
」
と
、
そ
の

字
義
が
略
釈
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
医
心
方
』
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
『
諸
病
源
候
論
』
の
巻
十
一
「
山

瘴
瘧
候
」
で
は
、「
其
病
重
於
傷
暑
之
瘧
」
と
、「
瘴
」
は
普
通
の
瘧
病
よ
り
も
深
刻
な
疾
病
だ
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。一
方
、「
瘴
」は
詩
語
と
し
て
も
愛
用
さ
れ
て
い
た
。別
字
と
の
組
み
合
わ
せ
を
通
し
て
、「
何
瘴
」

か
「
瘴
何
」
の
よ
う
な
新
語
が
作
り
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
南
方
未
開
地
へ
の
差
別
や
流
人
の
自
嘲

な
ど
を
詠
み
こ
ま
れ
る
南
方
風
土
詩
の
一
群
も
一
層
豊
富
に
な
っ
て
き
た
。 

 

先
賢
が
論
じ
た
点
は
主
に
「
瘴
」
の
名
と
実
の
起
源
、
各
時
代
の
南
方
風
土
詩
文
に
お
け
る
地
域
概
念
と

差
別
意
識
、
及
び
病
源
・
病
理
と
治
療
法
で
あ
る
。
起
源
論
を
め
ぐ
っ
て
は
、
大
論
争
さ
え
起
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、日
本
古
典
に
お
け
る
「
瘴
」の
考
察
は
皆
無
と
も
い
え
よ
う
。
そ
の
理
由
は
、栄
西
が
『
喫

茶
養
生
記
』
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
日
本
国
大
寒
之
地
、
故
無
此
難
」
に
あ
ろ
う
か
。
勿
論
、「
瘴
」
と
い
う

言
葉
自
体
は
早
く
か
ら
漢
籍
を
通
し
て
日
本
人
に
知
ら
れ
た
。
例
え
ば
、『
本
朝
世
紀
』
承
徳
二
年
正
月
廿

七
日
条
に
は
、「
兼
美
作
権
守
、
染
瘴
数
日
薨
」
と
の
記
録
が
見
ら
れ
る
。 

 

本
研
究
は
、「
瘴
」
を
病
と
し
て
の
「
瘴
病
」
と
、
文
学
表
現
と
し
て
の
「
瘴
」
と
、
大
別
し
て
論
じ
る
。

「
瘴
病
」
に
つ
い
て
は
、『
源
候
論
』・『
肘
後
方
』
や
『
千
金
方
』
な
ど
中
国
の
医
書
、
そ
し
て
『
医
心
方
』・

『
頓
要
抄
』
や
『
福
田
方
』
な
ど
日
本
の
医
書
か
ら
該
当
部
分
を
抽
出
し
、
そ
の
病
因
・
徴
候
と
治
療
法
を

史
的
に
整
理
し
て
分
析
す
る
。 

 

一
方
、
文
学
に
お
け
る
「
瘴
」
は
さ
ら
に
、
願
文
と
禅
林
文
学
に
二
分
し
て
考
察
す
る
。
前
者
に
つ
い
て

は
、
主
に
大
江
匡
房
の
願
文
（
七
例
）
に
焦
点
を
当
て
、
さ
ら
に
『
敦
煌
願
文
集
』（
十
例
）
と
の
表
現
類

似
性
を
論
じ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
主
に
五
山
文
学
（
四
十
六
例
）
と
抄
物
に
注
目
す
る
。
特
に
禅
家
が

親
し
い
柳
・
杜
・
黄
・
蘇
詩
か
ら
の
影
響
と
受
容
を
考
察
す
る
。 

  

○
梁
川
星
巌
『
西
征
詩
』
の
諸
本
と
表
現 

福
井
辰
彦
（
上
智
大
学
） 

 

梁
川
星
巌
は
、
幕
末
・
明
治
期
の
日
本
漢
詩
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
詩
人
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
詩
が
十
分
に
精
読
さ
れ
、
論
じ
ら
れ
て
き
た
と
は
言
い
が
た
い
。
本
発
表
で
は
、
こ
れ

ま
で
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
『
西
征
詩
』
の
読
解
を
通
し
て
、
星
巌
詩
の
漢
詩
と
し

て
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
端
緒
を
得
ら
れ
れ
ば
と
考
え
る
。 

 

星
巌
は
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
か
ら
同
九
年
に
か
け
て
、
妻
・
張
紅
蘭
と
と
も
に
、
山
陽
・
九
州
方



面
へ
の
大
旅
行
を
敢
行
し
た
。
こ
の
旅
行
中
に
詠
ま
れ
た
詩
は
、『
西
征
詩
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
文
政

十
一
年
に
刊
行
さ
れ
る
。星
巌
が
世
に
出
し
た
初
め
て
の
詩
集
で
あ
る
。『
西
征
詩
』の
諸
本
に
つ
い
て
は
、

中
嶋
康
博
氏
が
自
身
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
文
政
十
一
年
版
、
同
十
二
年
正
月
版
、
同
十
二
年
五
月
版
の

三
種
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
れ
る
が
、
本
発
表
で
は
、中
嶋
氏
が
触
れ
て
お
ら
れ
な
い
本
を
含

め
て
再
検
討
を
加
え
、
諸
本
に
つ
い
て
整
理
す
る
。 

 

そ
の
上
で
、
本
書
所
収
の
星
巌
詩
の
表
現
に
つ
い
て
、
特
に
典
拠
を
用
い
た
作
に
注
目
し
な
が
ら
、
具
体

的
に
分
析
を
進
め
る
。 

 

『
西
征
詩
』
諸
本
に
は
、
本
書
を
編
集
・
刊
行
し
た
加
藤
王
香
が
付
し
た
注
が
備
わ
り
、
星
巌
の
典
拠
表

現
を
理
解
す
る
上
で
、
非
常
に
参
考
に
な
る
。
こ
の
注
の
助
け
も
借
り
つ
つ
、
星
巌
詩
を
精
読
し
て
み
て
、

ま
ず
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、中
晩
唐
詩
お
よ
び
陸
游
の
詩
が
、し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
同
時
代
の
詩
人
の
間
に
広
く
共
通
す
る
傾
向
と
言
え
る
。
そ
れ
で
は
、
星
巌
詩
の
特
徴
は

ど
う
い
っ
た
所
に
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。 

 

そ
こ
で
、『
西
征
詩
』
諸
本
お
よ
び
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
刊
『
星
巌
集
』
乙
集
（「
西
征
集
」）
の

異
同
に
着
目
し
て
み
る
と
、新
た
な
典
拠
を
取
り
込
む
こ
と
や
、
よ
り
適
切
で
効
果
的
な
典
拠
表
現
へ
の
差

し
替
え
と
い
っ
た
改
変
が
認
め
ら
れ
る
。
当
時
流
行
し
て
い
た
中
晩
唐
詩
や
陸
游
の
詩
を
用
い
な
が
ら
、
そ

れ
ら
を
自
在
に
運
用
し
、そ
の
表
現
の
完
成
度
を
高
め
て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
、
星
巌
の
手
腕
と
個
性
が
認
め
ら

れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

 
  

○
次
韻
応
酬
に
よ
る
時
事
漢
詩―

広
瀬
旭
荘
と
奥
野
小
山
の
例―

 

森 

隆
夫
（
早
稲
田
大
学
・
院
） 

嘉
永
六
年
六
月
、
ペ
リ
ー
提
督
率
い
る
四
隻
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
艦
隊
は
、
江
戸
湾
の
入
り
口
に
位
置
す

る
浦
賀
に
姿
を
現
し
た
。広
瀬
旭
荘
は
そ
の
翌
月
、即
ち
嘉
永
六
年
七
月
、こ
の
件
に
触
れ
る
七
律
一
首「
七

月
紀
事
（
七
月
事
を
紀
す
）
」
を
賦
す
。
そ
こ
に
は
、
隠
微
な
表
現
の
中
に
、
旭
荘
の
主
張
が
盛
り
込
ま
れ

た
。篠
崎
小
竹
亡
き
後
の
大
阪
詩
壇
の
中
心
者
の
一
人
で
あ
っ
た
旭
荘
の
、
時
事
を
扱
っ
た
詩
は
恐
ら
く
反

響
を
呼
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
奥
野
小
山
は
篠
崎
小
竹
の
梅
花
社
の
一
員
で
あ
っ
た
が
、
旭
荘
の
詩
に
反
応

し
た
一
人
で
あ
っ
た
。小
山
の
詩
は
、旭
荘
詩
に
次
韻
応
酬
し
た
も
の
で
あ
る
。小
山
詩
の
識
語
に
よ
れ
ば
、

旭
荘
は
小
山
詩
を
激
賞
し
た
と
い
う
。本
発
表
で
は
旭
荘
詩
と
小
山
詩
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
激

賞
の
理
由
に
つ
い
て
、
第
一
に
、
両
者
の
表
現
の
差
異
、
第
二
に
、
旭
荘
詩
の
主
張
に
対
す
る
奥
野
小
山
の

理
解
、
又
そ
れ
を
自
己
の
詩
中
に
反
映
さ
せ
て
い
っ
た
手
法
等
を
見
な
が
ら
、明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
。 

第
一
の
点
で
あ
る
が
、
ペ
リ
ー
艦
隊
に
つ
い
て
小
山
詩
は
「
四
箇
浮
城
」
と
表
記
し
、
そ
の
艦
隊
が
四
隻

の
軍
船
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
表
現
す
る
。一
方
、旭
荘
詩
は「
西
師
」と
の
み
表
記
し
て
、

そ
の
具
体
性
に
は
触
れ
な
い
。
ま
た
ペ
リ
ー
艦
隊
来
航
の
目
的
に
つ
い
て
も
、
小
山
詩
は
「
両
邦
互
市
」
と

明
記
す
る
が
、
旭
荘
詩
は
こ
れ
に
触
れ
な
い
。
謂
わ
ば
旭
荘
詩
は
具
体
性
を
避
け
る
表
現
に
終
始
し
た
、
と

言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。 

第
二
の
点
に
つ
い
て
。
旭
荘
詩
の
主
張
は
即
時
攘
夷
を
非
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、春
秋
左
氏
伝
を
典
故

と
す
る
隠
微
な
手
法
で
為
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
小
山
は
、
伍
子
胥
と
趙
宋
の
例
を
挙
げ
る
。
歴
史
を
典

故
と
す
る
旭
荘
詩
に
対
す
る
に
、
小
山
も
歴
史
的
典
故
に
よ
っ
て
応
酬
す
る
の
で
あ
る
。 

江
戸
開
幕
以
来
初
め
て
、攻
撃
力
を
誇
示
す
る
外
国
艦
隊
の
出
現
を
眼
前
に
し
て
、文
人
た
ち
も
衝
撃
を

受
け
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
文
人
と
し
て
の
自
己
認
識
は
、
状
況
の
掌
握
と
事
態
へ
の
的
確
な
対
応

の
考
察
へ
と
向
か
わ
し
め
た
。
そ
の
一
例
を
旭
荘
と
小
山
の
応
酬
に
見
出
し
た
い
。 



○
会
津
藩
士
南
摩
羽
峯
の
長
篇
七
古
「
無
題
」
に
つ
い
て 

池
澤
一
郎
（
早
稲
田
大
学
） 

 

旧
会
津
藩
士
に
し
て
後
の
東
京
大
学
教
授
羽
峯
南
摩
綱
紀
は
、
戊
辰
戦
争
の
顛
末
を
全
六
十
四
句
か
ら

成
る
長
篇
の
七
言
古
詩
「
無
題
」
で
詠
じ
た
。
こ
の
詩
に
つ
い
て
は
、
早
く
相
田
泰
三
氏
が
「
南
摩
綱
紀
の

詩
」
（
『
会
津
会
〻
報
』
第
八
一
号
、
一
九
七
五
）
に
軸
装
羽
峯
自
筆
の
書
の
写
真
を
添
え
て
紹
介
し
、
小

林
修
氏
が
そ
の
著
『
南
摩
綱
紀
と
幕
末
維
新
期
の
文
人
論
考
』
（
八
木
書
店
、
二
〇
一
七
）
で
内
容
を
検
討

し
、
拙
稿
「
幕
末
維
新
期
の
会
津
藩
士
の
真
情―

韋
軒
・
弘
毅
斎
・
羽
峯
の
漢
詩
唱
和―

」
（
『
早
稻
田
大

学
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
六
六
号
、
二
〇
二
一
・
三
）
で
も
言
及
し
た
。
小
林
氏
は
『
和
漢
比
較
文
学
』
第

六
六
号
（
二
〇
二
一
・
二
）
に
掲
載
さ
れ
た
講
演
記
録
「
南
摩
羽
峯
の
幕
末
維
新
と
孝
明
天
皇
宸
翰
問
題
」

で
、
再
び
本
詩
に
言
及
、
前
稿
よ
り
も
更
に
内
容
に
踏
み
込
ま
れ
た
。
右
の
拙
稿
で
は
、
羽
峯
の
「
無
題
」

詩
が
、
薩
長
軍
が
会
津
藩
領
に
攻
め
入
る
際
に
靡
か
せ
た
「
錦
の
御
旗
」
が
金
糸
の
刺
繡
の
太
陽
と
銀
糸
の

刺
繡
の
月
と
で
構
成
装
飾
さ
れ
て
い
る
の
を
二
分
し
て
、
太
陽
に
は
京
都
守
護
職
時
代
の
会
津
藩
と
藩
主

松
平
容
保
と
に
絶
大
の
信
頼
を
寄
せ
た
孝
明
天
皇
を
象
徴
さ
せ
、
月
に
は
薩
長
藩
閥
の
傀
儡
的
存
在
で
あ

る
こ
と
を
免
れ
な
か
っ
た
少
年
期
の
明
治
天
皇
を
象
徴
さ
せ
た
と
し
た
。さ
ら
に
、羽
峯
は
明
治
天
皇
に
お

け
る
「
君
側
の
姦
」
と
し
て
の
薩
長
藩
閥
を
ば
、
月
の
光
を
蔽
い
隠
す
暗
雲
と
し
て
い
る
と
拙
稿
で
は
考
え

た
。 

 

本
発
表
で
は
、
右
の
先
行
研
究
や
拙
稿
に
お
い
て
、和
漢
比
較
文
学
会
の
先
生
方
に
ご
指
摘
い
た
だ
い
た

誤
読
の
箇
所
を
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
さ
ら
に
拙
稿
発
表
時
に
福
島
理
子
氏
が
示
唆
さ
れ
た
南

摩
羽
峯
に
お
け
る
賴
山
陽
の
受
用
、
本
「
無
題
」
詩
に
お
け
る
山
陽
『
日
本
楽
府
』
の
藤
原
道
長
を
詠
じ
た

「
月
無
缺
」
の
趣
向
を
巧
み
に
生
か
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、
本
「
無
題
」
詩
に
お
け
る
「
月
無
缺
」
利

用
は
、
尊
攘
公
卿
や
薩
長
に
よ
る
孝
明
天
皇
の
毒
殺
の
暴
挙
を
も
諷
刺
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 

  


